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正機能を強化しても，提案手法には及ばないことを示した．(4) 提案手法では TCP 
の無駄な再送を抑止し，無線マルチホップネットワークのトラフィックを均一に
分布させ，  ネットワーク負荷を軽減させることができた．(5) 転送データのキ
ャッシュに必要なメモリサイズは十分小さかった． 
 
